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3. 齋藤俊行: 疫学調査からみた歯周病と全身の健康（メタボリックシンドローム）との関連」．長崎大学医歯薬学総
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＜教育＞ 
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ンター（五島市三尾野町）  五島市富江町公民館（五島市富江町） 
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定こども園（五島市富江町）  奥浦慈恵院（五島市平蔵） 
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8. 平成 29 年度学校保健学実習（保健学科・保健師課程専攻） 

9. 平成 29 年度地域保健学実習（保健学科・保健師課程専攻）* 
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12. 放送大学・長崎県立長崎図書館 公開講座「くすりの知識：品質と効果を最大限引き出す方法」（平成 29 年 8

月 6 日（日））長崎県立長崎図書館（長崎市） 
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＜健診＞ 

1. 佐々町健診（平成 29 年度 7 月 20 日～7 月 29 日） 佐々町健康相談センター（北松浦郡佐々町） 
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崎山健診（平成 29 年度 6 月 29 日） 崎山改善センター（五島市） 


